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簡易ガスライター

ガスこんろのグリル

ＩＨこんろ

電気洗濯機

電子レンジ

自転車

事故事例の紹介～再現映像を交えて
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ガスライターの事故（１）

【事例１】未使用のライターを天窓下の机の上に置いていたら、
バラバラに壊れた。

【事故原因】

天窓下に放置していたため、
直射日光で過熱されて内圧が上
昇し、破裂したものです。

 直射日光の当たる場所や車のダッシュボード、ガス
コンロやストーブの近くなど高温になる場所や火を使
う場所には置かないでください。

 また、子どもの手の届く所には置かないなど保管場
所には気をつけてください。
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ガスライターの事故（２）

【事例２】たばこに点火後、ライターをシャツの胸ポケットに
入れていたら、火が出て腕や指にやけどを負った。

【事故原因】
ライターの残火がシャツに燃

え移ったものです。

 着火レバーとノズルネジの間にゴミなどの異物が挟ま
ると残火の原因となるので、取り除いてください。ふた
のないタイプは特に付着しやすいので注意してください。

 ライターは安全基準に適合したものをご使用ください。

残火：着火レバーから指を離し
ても火がついている状態
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再現実験：ライターの残火から発火
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ガスライターの事故（３）

【事例３】引き出し式の衣装ケースの中から発火した。

【事故原因】

衣装ケースの中に保管していたガス
ライターが、引き出しの出し入れの際
に小物入れ等の雑貨にひっかかったた
め、着火レバーが押されたものです。

 机の中等で保管する場合は、引き出しの開閉に伴って
着火レバーが押されないように注意してください。
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再現実験：引き出しの中でライターが着火



幼い子どものいる家庭での注意事項
子どもの手の届くところにライターを置かない。

子どもにライターを触らせない。

子どもがライターで火遊びをしているのを見かけたら、すぐに

注意 してやめさせる。
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ガスライターでの事故防止

ガスライターの安全基準強化へ（来夏実施予定）

・消費生活用製品安全法の｢特定製品｣に指定し、製造や販売を規制する。
・チャイルドレジスタンス（ＣＲ）～子どもが製品を簡単に操作できないよう
にする仕組みを付ける。（着火レバーを重くする、同時に２つ以上の操作
が必要等）

ガスライターによる火遊びが原因とみられる火災で、幼い子どもが
犠牲になる事故が多発。



ガスこんろのグリルから出火

【事例】ガスこんろのグリルで魚を調理中、グリルから出火し
て庫内を焼いた。

【事故原因】
魚を調理したまま放置したため、魚の油

脂や受け皿に溜まっていた油等が過熱され
て出火し、火災に至ったものです。

 グリル内は、魚の脂などの汚れが付着しないように
日頃から手入れをしましょう。

 ガスこんろ付近には段ボール、新聞紙、ビニールート
などの可燃物や可燃性のスプレー、カセットこんろな
どを置かないようにしてください。
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再現実験：ガスこんろグリルからの発火再現実験

汚れたグリル、水少なめで再現
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ＩＨこんろ(電磁調理器)による天ぷら油火災

【事例１】 Ｉ Ｈクッキングヒーターで汎用のなべを用いて天ぷら調理
をしたところ発火した。

【事例２】 Ｉ Ｈ調理器付近から出火して、レンジフードの一部を焼損

し、消火時に家人が顔面などにやけどを負った。

【事故原因】

【事例１】 揚げ物キーを使っていたが、ＩＨ
専用の調理なべを使用しなかったことから、
油が過熱され発火したものです。

【事例２】 調理の際にその場を離れ、油量
も少なく、付属の揚げ物調理用なべを使用
せず、更に揚げ物専用コースを使わず手動
で加熱したため、油が発火したものです。
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再現実験：ＩＨこんろ天ぷら油火災



1212

ＩＨこんろの原理とセンサーの温度特性

なべ底にくぼみがあると、
空気層ができて温度セン
サーが正しく働きません。

油の温度と温度センサー
が検知する温度に差が生
じています。



13

ＩＨこんろで揚げ物調理をする際は取扱説明書を良く読んで、
以下のことに注意して正しく使用してください。

ＩＨこんろによる天ぷら油火災の注意ポイント

 揚げ物調理中はその場を離れないでください。

 調理中、その場を離れるときはスイッチを必ず切ってくだ
さい。

 なベ底に反りなどがあると温度センサーが正確に働かな
いので、付属の揚げ物調理用なべを使い、付属のなべが
ないときは、底が平らなＩＨ専用なべを使ってください。

 揚げ物調理時の油量は、取扱説明書に従ってください。
油量が少ないと温度が急激に上がるため、温度センサー
が正確な温度を測定できません。
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洗濯機による事故

【事例】 洗濯機で敷ふとんを洗濯し、脱水してから取りだそ
うとした時に、ふとんが右手中指に絡みついて第一関節から
切断した。

脱水槽が完全に止まるまでは、槽の中の洗濯物には絶対に手を触
れないでください。ゆっくりした回転でも洗濯物が手に巻き付き、
大けがをすることがあります。

脱水中、ふたを開けてから１５秒以内に脱水槽が止まらない場合は
故障のおそれがあります。その場合は、使用を中止し、速やかに販売
店、メーカーなどに相談してください。

【事故原因】
敷き布団を取り出す際、脱水槽が完全に止まっ

ていない状態で、手を入れたため、回っていた布
団が指に絡みつき断裂したものです。
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再現実験：回転している脱水槽に指が巻き込まれる

マネキンの指で再現
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電子レンジによる突沸事故

【事例】電子レンジで陶磁器製カップに入れたインスタント
コーヒーを１分間加熱してレンジ内に30分ほど置いていた。
再度40秒ほど加熱してカップをのぞき込んだ途端、コーヒー
が噴き上がって顔を直撃して全治３カ月のやけどを負い、左
目角膜を破損した。

【事故原因】

電子レンジで加熱中や加熱後に起こる
突沸現象による事故です。

※：突沸現象は、飲み物（水・牛乳・酒・コーヒー等）やとろみの
あるもの（カレー・シチュー等）、油脂分の多いもの（生クリー
ム、バター等）が突然沸騰して飛び散る現象で、やけどのおそれ
があります。
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加熱中 液体（水）の
中に蒸気の泡
が出現

発生した蒸気
の泡が大きく
なりながら表
面に上昇

大きくなった
蒸気の泡が液
体（水）の表
面に達した瞬
間に破裂、液
体が周辺に激
しく飛び散る

• 再現実験：電子レンジでコップの水を加熱

動 画

突沸スロー.wmv

C:/Documents and Settings/NSNA2239/Local Settings/Temp/notesFFF692/04-1_突沸.avi
C:/Documents and Settings/NSNA2239/Local Settings/Temp/notesFFF692/04-2_突沸　スロー.wmv
突沸スロー.wmv


18

電子レンジで飲み物などを加熱する際は取扱説明書を良く
読んで、以下のことに注意して正しく使用してください。

電子レンジによる突沸の注意ポイント

 飲み物、とろみのある食べ物、油脂分の多いものは加熱し
すぎないように設定時間を控えめにしてください。

 粉末のコーヒーなどは、加熱する前にスプーンなどでかき
混ぜてください。

 飲み物は口の広いカップなどに入れてください。

 突沸しやすいものなどを加熱し過ぎた際は、しばらく冷まし
てから取り出してください。



緩やかな下り坂を走行中、軽く

後輪ブレーキをかけたところ、突然
前輪がロックして転倒し、左手首を
骨折した。

【事故原因】
走行中に前輪と前ホークの間に異物を挟み込んだため

に前輪がロック状態になり、バランスを崩して右側に転
倒したものと推定されるが、挟み込まれた異物の特定は
できなかった。

【事故事例】（平成17年4月 愛知県）

自転車による突沸事故
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自転車のハンドルに折
りたたみ傘をつるす

走行中の自転車の振動
で 折 り た た み 傘 が 前
ホークに巻き込まれる

折りたたみ傘はさらに
前ホークの中に入って
いく

再現実験：自転車のハンドルにつるした傘による事故
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◆チェーン(③)にたるみはありませんか！カバー(④)に接触してい
ませんか！摩耗していませんか！さびついていませんか！

◆車体に傘やステッキなどを差し込ん
だり、ハンドルに物をぶらさげると危
険です。
◆強い衝撃を自転車に不えた場合は、
必ず点検を受けてください。
◆前輪・後輪のクイックレリースや
ロックナットにゆるみがありません
か！

◆ハンドルステム(⑤)の限界標識がかくれた状態になっていますか！確実にし
まっていますか！
◆ブレーキレバー(⑥)のネジやブレーキの取り付け金具、ブレーキパットの取
り付けにゆるみはありませんか！
◆泥よけ(⑦)が曲がっていたり、はずれていませんか！
◆ブレーキワイヤ(⑧)が伸びていたり、外れていませんか！さびついていませ
んか

自転車使用時の注意ポイント
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くらしに潜む危険

★ガス湯沸器（給湯器）で一酸化炭素中毒）
★電気こんろに体が触れてスイッチがＯＮ
★電子レンジで加熱中の食品が発火
★電動アシスト自転車、ケンケン乗りで急発進
★電気スタンドが転倒して出火

などの誤使用や丌注意により事故が発生しています。

「身・守りハンドブック2010」は、これまで
実際に発生した誤使用や丌注意の事故事例を
取り上げ、製品と安全につきあうための心構え
をまとめたものです。
http://www.nite.go.jp/jiko/handbook/goshiyou_handboook.html

これらの事故から身を守るには？
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http://www.nite.go.jp/jiko/handbook/goshiyou_handboook.html
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ＮＩＴＥホームページ http://www.nite.go.jp/
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http://www.nite.go.jp/NITEホームページ（生活安全分野）
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事故情報の検索結果

事故情報の検索結果

個別事故情報の詳細
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最新の社告・リコール



ＮＩＴＥに集約される製品安全に関する情報を製品事故の未然・再発防止の観点から、製品安全情報マガジン

（ＰＳマガジン）によってタイムリーに提供しています。
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製品安全情報マガジン（PSマガジン）

配信登録はＮＩＴＥホームページから
お申し込みください。

見

本
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ミニポスターと再現実験映像



http://www.jiko.nite.go.jp/
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